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研究成果の概要（和文）ヴェクション知覚を切り口として，自己の身体的な運動感覚と視覚情

報としての運動知覚の関係を明らかにすることを試みた．実験としては，自転車漕ぎを行わせ

ながら大型スクリーン上に運動刺激を提示し，定常的な運動，運動の変化に関する様々な知覚

の特性をヴェクション知覚の生起との関連に於いて検討した．そうした検討の結果，自己運動

の有無はは運動知覚にもヴェクション知覚にもあまり大きな効果を持たないことが明らかにな

った． 

 
研究成果の概要（英文）：The main objective of this study was to clarify the relationship 

between self-movement of the observers own body and visual motion information and/or its 

perception with respect to vection occurrence. The characteristics of motion and vection 

perception were examined while having the observer ride a bicycle and observe optical-flaw 

stimuli of various parameters at the same time. The results indicated the influence of body 

motion is minimal with respect to both motion and vection perception.  
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は，運動視，立体視を中心と
した研究を遂行している．そうした研究の
一環として，これまで約 10 年にわたり，
ヴェクションの実験的な検討を進めてきた．  
 こうした研究の過程で，ヴェクションと
身体運動の関連を検討する必要性，さらに，
運動視における網膜座標系，身体座標系，

世界座標系の切り分けの必要性を痛感して
きた．また，今回の研究提案にあたって，
議論を進め，身体運動を伴う状況で，ヴェ
クションのみを問題にするのではなく，そ
の前提である視覚運動情報の取得プロセス，
つまり運動視知覚の基本特性から押さえる
必要があると考え今回の計画を提案するに
至った． 
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２．研究の目的 

本研究は，網膜運動，身体運動，複数の座
標系の関係を，身体静止時に生じるヴェク
ションの解析，身体運動時の運動知覚の特
性を切り口として検討し，モデル化するこ
とを目的として実施した．具体的には，静
止時と，身体運動時における様々な運動知
覚特性を測定し，そうした身体運動と運動
知覚の関係と，その際のヴェクション生起
との関連をモデル化することを目的とする． 
 

３．研究の方法 

自己運動を伴うヴェクション，自己移動感
覚の研究には，これまで，トレッドミル上
の模擬歩行を用いた実験が主とし行われて
来た．しかし，トレッドミルは装置として
大がかりである上に，歩行運動自体がリア
リティーに欠けるきらいがある．さらに，
歩行時は身体の動揺が激しく，本研究の主
目的の一つである自己運動時の運動知覚そ
のものの精密な測定には適さない．そこで，
本研究では，自己運動として静止自転車の
模擬走行(ペダリング)を用いた．．しかし，
身体運動とフローの速度との関係（ゲイン）
がギヤ比に依存して変化するという問題が
ある．しかし，そうしたゲイン変化に対し
て人間が非常にフレキシブルにリアルタイ
ムにキャリブレートしていくこと，また，
速度の絶対値ではなく相対値が重要なファ
クターであることが，上記の先行研究から
見て取れる．本研究では，大型ディスプレ
ー上に提示されたオプティカルフロー刺激
を見ながら，自転車漕ぎを行わせ，その上
で，様々な運動知覚，ヴェクションの測定
を行った． 
４．研究成果 
基本測定としては，様々な自己運動速度にお
ける運動知覚特性の諸側面に関する測定を
行った．また，運動—知覚供応に関する測定
として，独立変数としては自己運動の速度を
用い，従属変数としてオプティカルフォロー
の速度（自己運動と視覚運動の間のゲイン），
ゲイン変化の速度，および不連続なゲイン変
化の段階の大きさ，刺激提示の位置（中心視
野，周辺視野）などをパラメータに様々な測
定を行ったが，結論としては，自己運動パラ
メータはヴェクション生起に大きな影響を
与えないというものであった．したがって，
この研究の積極的な意義は，自己運動中のダ
イナミックなゲイン変化に対する感度は，静
止時のゲイン変化に対する感度とほぼ等し
く，自己運動そのものの効果は限定的である
ことが明らかになった．こうした結果は，ネ
ガティブリザルトとも言えるが，逆に，動い
ているとはどういうことか，静止していると
はどういうことかということを考えるひと

つの切り口になり得る物であろう．また視覚
的な意識に上る視覚運動と，ヴェクションな
どの身体制御系に影響を及ぼす視覚運動が
独立して処理されていることを示す結果と
も言えるだろう．今後，この 2種の視覚運動
を切り分ける実験手法を開発していきたい
と考えている． 
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